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保育の中で造形作品を鑑賞する意義について
―保育者研修の試行―
河合　規仁
　子どもは幼少期より見ることから多くの学びをしている。そして、造形活動においては
作る行為のほか、見る（鑑賞する）という活動も重要な一要素である。本稿においては、
様々ある鑑賞形式の中から、保育の中で行うという視点から対話型鑑賞の形式に着目し、
その実践にむけて保育者への研修プログラムの構築を行った。
　研修プログラムを実施、検証した結果、対話型鑑賞形式の利点として、絵を媒体として
参加者相互のコミュニケーションが促進され、作品の理解から制作者への理解へとつなが
る他者理解や対話をすることで自他の相違への気付き、また自分の作品に対して鑑賞され
ることを通して自己理解や自己肯定感などを抱くという結果となった。
　対話型鑑賞においては、特に言語活動という要素が大きいため、幼児期における活動と
して発達段階を考慮した展開が課題であることがわかった。また、造形作品の良し悪しを
評価するものとは異なった鑑賞の方法は、日常の保育活動の中における子ども理解という
視点においても有意義であると考える。
　今後の課題として、子どもを対象として対話型鑑賞を実践し、その効果を検証すること
が挙げられる。
１．はじめに
　子どもは、幼少期から、身の回りの世界をとらえようとして身近なものを見つめた
り、手にしたりするなど、自ら対象に働きかけている。そして感じたことを見立てた
り、組み直したりしながらその子なりに理解を深めていくのである。これらは造形活
動の萌芽であり、その活動の中で、子どもは対象に面白さを感じたり、周りの人と共
有できるよさなどを見付けたりしながら、自分なりに意味や価値をつくり出している
のである。つまり、見ることとつくることを繰り返すことで表現を高めたり、感じた
ことを話し合ったりすることは、文化の違いを理解する活動などの基盤になっている
のである。
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　小学校学習指導要領における図画工作科の学習内容は、児童が感じたことや想像し
たことなどを造形的に表す「表現」と、作品などからそのよさや美しさなどを感じ取
り、見方を深める「鑑賞」の二つの活動で構成されている。そして、「表現と鑑賞は
それぞれに独立して働くものではなく、お互いに働きかけたり、働きかけられたりし
ながら、一体的に補い合って高まっていく活動である」１）とされている。確かに、
制作活動の中でも自他の作品の形や色、イメージなどをとらえ、（鑑賞し）それを手
掛かりに更なる発想をしたり、技能を活用したりしながら表現をする。また、制作活
動ではない鑑賞でも、それが児童の琴線にふれることがあれば、その後の制作活動に
少なからず影響を与えることは明らかである。
　鑑賞教育としては、児童や生徒が自分たちの作品や親しみのある美術作品を鑑賞す
ることで、美的価値判断の構築を目指している。しかし、現行の学習指導要領（平成
２０年改訂）においては、「「Ｂ鑑賞」の各学年の内容に「話したり、聞いたりする」、「話
し合ったりする」などの学習活動を位置付け、言語活動を充実する」２）ことが盛り
こまれている。
　幼稚園教育要領において、「（１）身近な環境に親しみ，自然と触れ合う中で様々な
事象に興味や関心をもつ。（２）身近な環境に自分からかかわり，発見を楽しんだり，
考えたりし，それを生活に取り入れようとする。（３）身近な事象を見たり，考えたり，
扱ったりする中で，物の性質や数量，文字などに対する感覚を豊かにする。」３）といっ
た「環境」のねらいは、造形活動を始める全段階で基礎となる部分でもある。また、
「表現」におけるねらいの「（１）いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性を
もつ。（２）感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ。（３）生活の中で
イメージを豊かにし，様々な表現を楽しむ」４）は、まさに表現活動に関するもので
ある。そして、「言葉」のねらいに示されている「自分の気持ちを言葉で表現する楽
しさを味わう」、「人の言葉や話などをよく聞き，自分の経験したことや考えたことを
話し，伝え合う喜びを味わう」５）は、鑑賞教育の発端を示していると考えられる。
　半（２００６）の先行研究『造形の鑑賞に関する幼稚園教諭の意識』６）において、造形
の鑑賞の必要性、特に友達の作品の相互鑑賞については８５．７％が必要であると回答し
ており、保育者の研修の必要性においては、７２．３％が必要であると回答している。ま
た、造形の鑑賞と人間教育との関連性については、６９．５％が影響あると回答している。
　鑑賞の方法は大きく分けて３つに分類されると熊野（２００５）は述べている。１つ目
として、指導者が主体となり、美術史的観点、技術、技法の観点、造形要素の観点、
主題や発想の観点、用途や機能などの観点を教授による伝達理解する方法が挙げら
れ、２つ目には、知識の伝達はあまり行われず、鑑賞者主体で鑑賞者（児童・生徒）
の感じたことを重視し、鑑賞者（児童・生徒）の創造意欲の啓発と創造のための方法
の習得として行われるものが挙げられる。最後に児童や生徒の主体的な問題発見を導
き出し、問題解決を支援する教育の例えとして、鑑賞する側の感受性を豊かにするな
どに注目した「対話型の美術鑑賞」であるギャラリートークが挙げられる７）。
　小学校教育における鑑賞教育は、美的価値判断の構築という目的があるものの、美
術教育の方針自体、「美術のための教育」ではなく「美術による教育」を目指してい
るのが現状である。それ故に言語活動の充実を図ることも盛り込まれ、学習指導要領
の解説にも明示されているわけである。それでは、幼児教育期における鑑賞活動につ
いて考えてみると、やはり作品を見る（鑑賞する）ことで美術的要素を受動的に学ん
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（図１）
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だり、子ども自身が主体的に鑑賞をしたりするといったスタイルは考え難い。幼児期
の言語活動は児童期と比べれば十分になされてはいないことが予測される。そこで、
保育者が鑑賞会を進行しながらも子どもの発言を促し、保育者と子ども、または子ど
も同士がコミュニケーションを図りながら作品を読み深めていく形式がよいのではと
考え、上述した鑑賞方法の３つ目の例に挙げたギャラリートーク（対話型鑑賞）の形
式で検討することとした。
　あわせて、臨床美術における鑑賞会のあり方を参考にした。臨床美術の活動では、
制作後に参加者全員による鑑賞会が行われており、臨床美術士がファシリテーターと
なり、自由な雰囲気を醸し出し、参加者全員を巻き込みながら、ギャラリートーク的
に個々の作品の良さを見出し、作者自身を受容していくことを行っている。
　これらをふまえ、本研究では、対話型鑑賞会の意義を確認するとともに、保育者が
保育の現場で鑑賞会を展開することができることを念頭に、効果的な研修の形態を構
築し、実践、検証を行った。
２．鑑賞に関する研修の内容検討
　保育現場においての鑑賞を考えた時、著名な作家の作品を扱うスタイルより、子ど
も自ら制作した作品を扱うことの方がより現実的であると考え、研修においてもその
場で参加者自身が制作した作品を鑑賞するスタイルを検討した。
１）作品制作（２０分）
　制作にあたっては、経験の有無による影響があ
まりなく、また制作活動に対して苦手意識などを
極力抱かせないことを配慮した活動を設定した。
　事前準備として、支持体として使用するケント
紙を１／１６切の大きさに切り、マスキングテープ
で四辺を養生し、画面中央を描画スペースに指定
しておく（図１）。これは、絵が完成した後、養
生された部分がケント紙のままで、あたかも写真
のフレームのような効果となることを考えてのこ
とである。
　使用する画材はオイルパステル（１６色）とし、
各自に１箱を用意する。
　制作内容は、極力制作意図を持たないような表
現、特殊な技能を要しない表現、苦手意識を抱か
ないような配慮から、線で画面分割をし、色面構
成を行うという活動にした。
　制作手順としては、まず、任意に線を２本引い
てもらう（図２）。白を使った場合、線が見えに
くいことから、白以外の色を選んでもらう。線を
描く際、画面の端から端まで引くことを条件と
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し、線の終点が画面の中にないように指示をする。また、２本目の線を引く時は、少
なくとも一回は必ず一本目の線と交差するように描くことを条件付ける。縦一本、横
一本の直線を引けば、少なくとも４つの面ができることとなる。複雑な線で何度も交
差させた場合は、複数の面が形成されることとなる。
　次に線で区分けされたところをなるべく異なる色を使い塗りわけてもらう（図３）。
　ひと通り塗り終わったら、一度塗った部分にさらに違う色を塗り重ねてもらう。１
回目に塗った色と画面上で混色され、新たな色合いが生まれてくる（図４）。
　途中で割り箸ペンを配布し、塗り重
なった部分をスクラッチすることで、下
の色が見えたり、線的要素の模様ができ
たりすることを伝え、任意で活用しても
らう。
　最後にオイルパステルのベトベト感の
緩和および画面保護として、画面にベ
ビーパウダーを塗布し、軽くこする。ま
わりのマスキングテープを取り除き完成
とする（図５）。
２）鑑賞会のあり方の説明（１５分）
　臨床美術のセッションで行われている鑑賞会を参考にした留意点の説明を行う。説
明内容としては、まず、しっかりと作品に向き合い、自分がその作品に魅かれる部分
を見つけてみる。次に自らの感動したことをみんなに伝える。この時の感動とは大げ
さなものではなく、「おやっ」と少しでも心が動いたことでいいわけである。また、
ポイントとして、ポジティブな表現の言葉で伝えること、「私は～感じます」といっ
たＩメッセージで伝えること、美術的な視点として、色や形、トーンやタッチ、絵肌
や構図といった観点で作品における現象を見、そこから感じたよさを具体的な言葉に
すること、「きれい」、「すてき」だけでなく、「どこが」を明確にすることが重要であ
る。また、「上手」、「下手」という表現は使わないよう指示をする。「上手」はポジティ
ブな感じでいいのではと考える傾向があるが、その反対には「下手」という評価を暗
示してしまうため、使用を避けたほうがよいからである。
　以上の点を説明した後、実際に筆者が２点ほどの作品についてギャラリートークの
デモンストレーションを行い、イメージをつかんでもらう。
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３）鑑賞会の実施（２０分）
　６人で１グループを形成し、順番に進行役を務めることを伝える。最初の進行役の
人を決め、その人はグループのみんなに見えるように左隣の人の作品を手に持ち、鑑
賞会を始める。一人の作品につき、３分間とし、合図があるまでギャラリートークを
行ってもらう。進行役はじっくりと絵を見る時間をとり、そして自らの感想を述べる
とともに、グループ内のメンバーのつぶやきを拾い、紡ぎながら共感し、全員を巻き
込んでいくことを念頭に置きながら進めていく。時間がきたら、次は左隣の先ほど鑑
賞された人が進行役となり、その人の左隣の人の作品を対象に鑑賞会を行い、全員が
進行役を担うまで続ける。
３．保育における鑑賞の研修の実施
１）実施内容
　（１）実施日時：平成２６年８月８日（金）１０：３０～１２：００
　（２）対象者数：山形市現任保育者５９名
２）アンケート実施
　設問１「他者の作品を鑑賞した（コメントした）感想」として、グループ内で鑑賞
会を行う際、必ず１度は進行役となり、主体的に他者の作品を見て、そしてコメント
する場面があり、また、進行役でない場合も随時発言する機会があるため、その時の
感想を聞いてみた。
　設問２「自分の作品を鑑賞された（コメントされた）感想」として、自分の作品を
鑑賞の対象とされた場面での感想を聞いてみた。
　設問３「保育で活用するための課題・ポイントなど」として、研修内容に対する意
見や鑑賞活動を行う際の留意点などを聞いてみた。
　アンケートは活動直後に実施、回収を行った。
４．結果
１）設問１「他者の作品を鑑賞した（コメントした）感想」
　設問１「他者の作品を鑑賞した（コメントした）感想」から抽出した１２３件の記述
内容を分析してみたところ、コメントしたことの感想（２０件）、作品を見ての感想（６２
件）、鑑賞会全体についての感想（４１件）の３つのカテゴリーに分類することができた。
　コメントしたことの感想については、①「言語での表現が難しかった」（１５件）と
して、言葉の表現のチョイスや具体的に表現することに難しさを感じ、また自分の表
現力や語彙の少なさを実感した内容のものがあった。②「コメントできた」（５件）
では、作品を見て気付いたところや好きだと思うところを言葉にすることができたと
の意見があった（図６）。
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　作品を見たことについては、①「個々の作品の違いについての気付き」（１９件）と
して、人によりそれぞれの色使いや表現があることを発見した意見があり、②「表現
方法の新たな気付き」（１２件）として、自分では気付かなかった色の組み合わせや混
色について発見した意見があった。③「作品の多様性」（９件）としては、同じオイ
ルパステルで同じ工程で制作したにもかかわらず、それぞれ異なった作品になってい
ることについての意見があった。④「イメージが広がった」（６件）では、色やタッ
チが様々なものに見えてきて、ストーリーが生まれるなどの意見があった。⑤「縦横
の向きを変えると印象が変わった」（４件）という意見は、鑑賞中に対話が煮詰まり、
皆同じ見方に集約してしまった場合の新たな視点で作品を見ることができる方策とし
て筆者が作品画面を縦横変えて見てみることを示唆したことから出てきたと考えられ
る。⑥「自分と異なる感性に気付く」（４件）では、自分自身も制作者であるがゆえ
に他者の作品に対して自己の表現比較を行うことができ、感性の差異に気付いたので
あると考える。⑦「色への興味」（３件）は、作品に見た色がどのように作られたの
かを知りたくなったという意見、⑧「作者らしさが出ている」（２件）としては、作
品からその作者の性格を推し量ることができるという意見があった。⑨「心の変化」
（２件）として、淡い色から心が落ち着く、見ていて楽しい気持ちになるなどがあっ
た。⑩「制作意欲」（１件）では、もう一度やってみたいとの意見があった（図７）。
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（図８）
　鑑賞会全体については、①「絵を深く見ることができた」（１２件）として、言葉に
することでよく見ることができる、じっくりと見ることでいろいろな発見がある、良
いところがたくさん見えてくる等の意見があった。②「具体的なポイントについて」
（９件）としては、絵を見る際、線、色の濃淡、形、全体などを見ることの必要性や
自分の意見を押し付けないよう気を付ける等の意見があった。③「色々な見方、捉え
方があることを知った」（５件）として、見方、感じ方が人それぞれ異なることに気
付いたという意見、④「他者の感想からの発見があった」（５件）として、他者の言
葉から見えなかったものが見えてきた等の意見があった。⑤「共感の喜び」（４件）
として、自分の思っていたことを発言することにより他人も同じ思いであることがわ
かった、思ったままに伝え合うことでわかりあえると思った等の意見があった。⑥
「作者の思いがわかった」（２件）では、作品を見て作者の思いを推し量ることができ
た等の意見があった。⑦「その他」（４件）としては、「“みんなちがってみんないい”
がここにある」、「３分って長い、でもおもしろい」などがあった（図８）。
　２）設問２「自分の作品を鑑賞された（コメントされた）感想」
　設問２「自分の作品を鑑賞された（コメントされた）感想」から抽出した１３０件の
記述内容を分析してみたところ、１３の内容に分類できた。
　①「褒められて嬉しかった」（２７件）、②「コメントしてくれて嬉しかった」（１８件）
という喜びを感じた意見が目立った。自分が意識していなかった部分や好きではない
部分、細かい部分について褒められたり、具体的に褒められたりしたことが嬉しかっ
たようだ。また単にポジティブな言葉や素敵なコメントをしてもらったことにより喜
びを感じたようである。その反面、③「恥ずかしかった、照れる」（１２件）、④「ドキ
ドキした」（３件）などの感情もあったようである。⑤「自分では気付かなかったこ
とを気付くことができた」（３２件）、⑥「自分と他者との見方、感じ方が違うことがわ
かった」（８件）など対話することで新たな発見があった意見、ポジティブな言葉や
良いところの指摘から⑦「自信を持てた」（６件）、⑧「認めてもらえた」（７件）と
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（図９）
感じた意見の中には、作品だけでなく自分の存在自体を認めてもらえたと感じたもの
もあった。⑨「制作意欲がわいた」（３件）、⑩「作品を鑑賞する活動を行うことはあ
まり機会がない」（２件）、⑪「絵には自分の内面性が表現されることを知った」（２
件）、⑫「イメージが広がった」（２件）、⑬「その他」（８件）として、自分の作品に
愛着がわいた、自分の表現の改善点が見つかった、褒められる喜びは子どもも一緒だ
ろうと感じたなどがあった（図９）。
３）設問３「保育で活用するための課題・ポイントなど」
　設問３「保育で活用するための課題・ポイントなど」では、作品を見る際のポイン
トについて、「作品をまずはじっくり見てあげることが大事」、「それぞれの作品を受
けとめる」、「作品を見て、良い所を見つけること」、「その子らしさが出ているところ
を感じること」、「自分の好きな所を見つける」、「子どものイメージや表現を大切にす
る」、「色にはそれぞれ個性があるように“みんな違ってみんないい”ことを伝える」
などがあった。
　コメントする際のポイントについては、「具体的な言葉で伝える」、「子どもにとっ
てわかりやすい言葉で伝える」、「教師の言葉で伝えていく」、「感動ポイントを伝えて
いく」、「子どもの自信につながるような声掛けが大切」、「『上手・下手』という言葉
は使わない約束をする」、「『変なの』『汚い色』など友達が傷つく言葉が出ないように
事前に指導が必要」などがあった。
　鑑賞会全体については、「感想をひろってあげる」、「それぞれが表現したことに対
し、イメージをふくらませて見ることができるような働きかけ方が大切」、「子どもの
言葉をうまく引き出す」、「いいところを認めてあげる」、「子どもの意見も取り入れて
鑑賞する時間をとりたい」などがあった。
　また、鑑賞会を行う効果として、「子どもたち同士の認め合う機会となる」、「否定
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的なことを言わずに誉めることで次回の意欲につなげることができる」、「１枚の絵か
ら、様々な言葉が出てきたので、想像力や比喩の表現が他者の発表を聞くことによっ
て養われた」、「絵画だけでなく、周りを見て認めていく力もつく」、「筆圧やにぎる角
度で、全く違った作品になることを、気付かせることができる」などがあった。
　課題としては、「年齢別でどこからさせるかなどの確認が必要」「鑑賞会や発表の方
法は年齢によってやり方を工夫しなければならない」、「子どもが見つけたいいところ
を相手に伝わるように伝えられる手立てがいる」、「子どもたち全体での鑑賞会を行
い、一人ひとりの感じ方や受け止め方を学ぶ」、「発想を豊かにする」、「絵から伝わる
ものを感じる」、「良い所をたくさん見つけられるようにする」などが挙げられた。
　あわせて、制作活動に関する意見もあり、「クレヨンの使い方、力の強弱、ぬり方」
の技術に関するもの、「紙の質など準備物を確認する」の素材に関するものや「色作
りは無限にできることを伝えることができる」、「絵（形にしなければならないもの）
が苦手でも、線と色塗りで絵になると描きやすい」、「混色の楽しさ、変化をつけるこ
との楽しさを伝えられるようにする」、「色や形にとらわれずに自由に描く」、「色をぬ
り重ねるという作業が面白かったので、子ども達にも楽しんでもらいたい」などが
あった。
５．考察
　今回対話型鑑賞会を実施してみて、参加者のほとんどが絵に対してコメントすると
いう経験が少ないことがわかった。そのため、絵画表現に対して、上手い、すごい、
きれいなどは言うものの、それ以上に言葉を尽くし、絵を見て感じたことを言語化す
ることに戸惑いを感じていたようである。
　非言語である絵画を媒体として自分が感じたことや考えたことを参加者同士で発言
し合うといった対話形式をとったことで、参画意識を強く感じ、満足感を得やすいと
いうことがわかった。また、参加者各々の話から、他者の考え、感じ方の相違を再認
識できると共に、他者の意見から新たな気付きが生まれるといった効果もみられた。
そして、絵を深く見る（鑑賞する）ことにつながっていくことがわかった。しかし、
それには自由な雰囲気と中立な立場で対話を紡いでいくためのファシリテーターの存
在が重要であることもわかった。
　今回、参加者自身の作品を鑑賞対象としたため、コメントされる立場を同時に味わ
うことになったのだが、全般的に恥ずかしい気持ちと裏腹に嬉しさを感じる意見が多
数を占めた。約束としてポジティブな受けとり方、表現を心がけるように示唆したこ
ともあり、コメントをしてもらっただけでも喜びを感じたり、自己が尊重されたと感
じたりする参加者がいたことは特筆する点であると考える。そして、他者からのコメ
ントにより、自分では気付かなかった新たな面を見出すことができた参加者もいた。
　保育者として保育への活用を視野に入れた感想では、発達年齢を考慮しての導入が
必須であるが、絵を鑑賞する活動が美術教育の域から広がり、言語活動としての有意
さもさることながら、子どもの自己自尊、他者理解から他者尊重への促しにも役に立
つのではという意見もあった。
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６．まとめ
　今回、現職保育者に向けての対話型鑑賞活動の研修を試行したわけだが、全般的に
有意義なものであることがわかった。作品を介し、対話により鑑賞をするという行為
では、色や形から拡散的な意味をイメージすることができる。また、自己のイメージ
と異なる他者のイメージの相違に気付くことができるとともに、そこから新しいイ
メージが生成され、新たな自己発見にもつながることがわかった。
　今回は芸術作品の鑑賞ではなく、鑑賞会の参加者が制作者でもあることによる効用
が顕著に表れていたといえる。作者本人の作品を目の前で他者がポジティブな気持ち
で鑑賞する行為は、そのまま作品やその作者への承認となり、それが作者の自己肯定
感へとつながり、しいてはその後の生活の中で自信や意欲といった形で影響を及ぼす
ものと考えられる。
　対話型鑑賞とは、絵という色、形で表現された非言語を対象に対話を通して言語化
する活動である。つまり、文字に頼らない視覚的なもので、親しみやすい部分と謎め
いた部分を併せもっていることで、見る人それぞれに解釈が開かれているのである。
それは幅広い年齢層に訴えかけることが可能であるため、子どもを対象として行って
も十分有意義であると考える。
　「絵を見る」ことは、幼児が大人の表情を観察に基づいて何かを読み取り、行動を
起こすといった人間の学習の基礎である認知活動を促すものである。また、「絵につ
いて話す」ことは、赤ちゃんが見えたことから出発して発話に至り、そして物事を区
別できるようになるという初期の言語能力獲得のプロセスを鑑みれば、どの年齢にお
いても言語活動を促すことにつながる８）。そのためには、子どもの学びへのモチベー
ションや機会を確保する環境を整えること、発達段階に合った支援が必須となること
が今回の研修を実践、試行したことで明らかになった。今後、保育者の鑑賞に関する
研修を行う際には、その点を十分に認識してもらうことが重要であると考える。
　子どもにとっての造形活動は、日々の生活で獲得したものが表出され、表現される
作品には、その子ども自身の想いが込められており、時として子どもにとっては分身
でもあるのである。分身である作品への対応はその子自身への対応と同じものと考え
れば、十分に考慮すべきことである。そして、その対応の仕方には豊かな育ちへの多
くの可能性を秘めていることを認識し、子どもにとっての造形活動の意義や作品の評
価のあり方自体を再認識することが必要であると考える。
　作品を鑑賞することを通し、作品を媒体にして人と人をつなぐ機会となり得、作品
を認めることで、作者である本人（子ども）自身も認めることのできる貴重な機会に
なり得るわけである。今回提案した研修を通し、保育における鑑賞活動のあり方、目
的を再認識し、子どもを対象とした対話型鑑賞活動の実践がなされることを期待する
とともに、美術における鑑賞教育としてだけではなく、作品をじっくりと肯定的に読
み解こうとする行為をそのまま、保育における「子ども理解」に応用していければと
考える。そしてその実践の結果を検証することが今後の課題である。
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